



















































rl~~値で取引された 1920年代前半を|徐き恒常的に発生した。 1920年代後半以降に経済状況が見事化 L，組合員の結集軸で
あった相馬貞ーが組合長を一時退任したのちには自主検査の体制にも乱れが生じた。それ以後，組合に頼らなくても
林檎を栽培し販売することが可能な一部の独立心に富んだ幾民が組合を陥れてゆき，j!!fくとも第2次世界大戦後までに
組合は，組合員による自主的販売を認めざるを得なくなっていた。ただし組合はその後も「竹錆りんごJの出術を続
け，生産指導を継続して行い，残った組合員が商人と取引する際の後ろ盾となり，林橋の{宙絡が低迷したときの受け
皿として機能するなど3 組合に留まった比較的弱小な林倫栽培農家の生産と販売を支える役割lを果たし続けた。
第3章「段家経営と産業組合の信用事業j では，産地の林檎栽培1主家に資念がいかに流れていたのか，それに竹館総
合がどの程度関与していたのかを検討した。当初，同組合は生産購買販売組合として運営されていたが， f雷用業務を
本格的に開始したのは1914年度であった。それは1913年の米の凶作後地方金融市場が収縮し良家が独自に資金を調
達するのが難しくなったことを背景としていたが，新たに作られた貸付の仕組みは組合員が抜売に走る副j機を弱める
ようヱ夫されており，販売事業の統市Ijを強化することも信用業務を始める一因となっていた。
信用部の新設後，折からの第l次世界大戦の好況も追い風となって組合は，出資金や貯金として集めた資金を肥料鱗
入2 林倫栽培，事業経営ならひ1こ土地購入の各資金として無担保 低金利で組合員に積極的に貸付け，組合員の経営
を支えた。組合の中心地であった竹館料では盛かになった組合員が水田の購入に返り，林倫と米からなる燦家経営を
確立していった。しかし大戦ブームが去った1920年代の後半から貸付総額が減少するとともに，生計費や医療費への
貸し出しがなされるなど社会政策的色彩が強まり，また，組合の貸付金利は青森県一般のそれを上回るなど大きな変
化がみられた。信用業務は組合員を組合に留まらせるだけの十分な機能を果たせなくなり，第2:!fiでも確認したように
この時期以降組合員の脱退が相次いだ。ただしこの点が竹館組合の中心でユある竹館村の停滞を惚いたわけではない。
竹館組合の組織率は低下したものの， 1930年代には8制を超えるj良家が林倫の栽培に従事しりんごの村」として知
られるようになった伺村は，林楠栽培業を通じて経済更生を大いに進めた先進的事例として注目されたのである。
第4翠「相馬貞一と「共存同栄JJでは同組合の創設者・組合長であった将馬貞一の人物像に迫り，貞ーがなぜ地域
社会に貢献し続けたのか，そして，し、かなる考えで村や組合の運営にあたったのかを考祭した。
相馬家は近世期以来代々竹館小l大学rilr-竹で!農業を営み，村の有力者として庄屋を務め，地域への奉仕を積極的に行
っていた。貞ーが地域に尽くしたー悶は，相潟家の当主が果たしてきた役部を継承したためであったと思われる。東
奥義訟の卒業後，代議士を志して東京専門学校で政治経済学を学んでいた貞一は岡大学を中退し，故郷で林檎産業を
育成するリーダーとして生きる道を選択した。貞ーは林矯を地域の特産品に育てようとその導入を率先して行い，自
らが府住する村溶・やiを越えた栽培家団体を組織し 3 それを母体に竹館組合を結成した。大都市の有力問屋が竹館総
合の林檎を飯原にしたのは「竹館林檎j の品質が優れていたのに加え，問屋が貞一の人柄をfおく評価し，彼の組合の
商品であればとして品質に絶対的な信頼をI泣いたためでもあった。また，日露戦後に地方改良運動の機運が肉まるな
かで村是T~，、議舎を執筆し，小学生や組合員の教育に力を注ぐなど，貞一はw:の潮流をlJi!え，村でそれを実践する役目
も務めていた。
こうした精力的な活動は，地方改良運動の推進者である平田J![s}J，日本における協同組合の先党者である品川弥二
郎ならびに千石氏l太郎のほか，殺事試験場，産業総合， t是会，大学および市場の関係者らなどとの幅広い人的ネット
ワークに支えられていた。しかL-，貞ーが最も選後していたのは村人との燃がりであった。貞一は村人との「共存同
栄Jを合言葉に活動を続けた。公に尽くす姿勢の背後には，相馬家一族が安心してi品こせる中jを築こうとする願いも
込められていた。
終主主では，本稿の概婆を述べたのち，竹館料周辺地域がなぜ産業組合を申Irに林徐産地の形成に成功したのかを考察
した。一般に当時の農村では，能力に長けた人材が産業組合の経営に従事することが少なかったこと，加えて農民の
協力を獲得するのが難しく，組合の事業が円滑に進まなかったことなどを理由に組合が地域に定着しないことが多か
った。一方竹館村周辺地域に目を向ければ，地域の殖iliを推進させるための手段として産業組合の共同事業に早くか
ら注目し，それによる利益を関係者に説き，産業組合の
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論文審査の結果の要旨
[論文内容の要旨]
本論文の課題は，明治期以降林檎産地として著名になった脅森県南津軽郡竹館村を中心に組織された産業組合(略
称，竹館組合)の内部資料を主な紫材として， 1870年代から1936年までの時期における農作物産地の形成メカニズム
を解明することである。
第l主主「米と林檎を軸とした農業発展Jは，津軽地域で米の増産と林檎の栽培がいかに実現したのかを論じている。
この地方では篤農家と国立・県立の農事試験場が農業技術の関発・普及に大きく貢献し，また，女性労働力による林
檎の袋掛けは，病虫害の防止と林檎の品紫向上をもたらし，津軽地域で産出される米の品質の限界を克服する役割を
果たした。
第2章「高級林檎の生産と販売」では， 1907年設立の竹館組合の生産・販売面での活動が検討される。同組合は設立
|後数年間で，総合員の林檎栽培を指導し，製品検査と商標の添付を行い，販路拡大に努め，大都市の有力問屋と特約
関係を結ぶのに成功した。その結果，竹館総合は，多数の農家を結集でき竹館林檎」に対する高い評判も獲得し
たが，組合員の一部は，組合の規則を破って地方商人に対する林檎の抜売に走るようになった。竹館組合を悩ませた
抜売問題は， 1920年代後半以降，競争力を持つ有力農家の，組合からの離脱という事態に拡大し，竹館組合もやがて，
組合員による林檎の自主的販売を認めざるを得なくなった。だが，それでも同組合は，弱小組合員の林檎の生産・販
売を支える役割を果たし続けた。
第3]審「燦家経営と産業組合の信用事業」は，林檎栽培燦家に対する竹舘総合の信用事業 (1914年度開始)について
考察する。同事業は，第一次大戦期には農業活動に対して無担保・低金利で資金を供給し，組合員の発展を支えたが，
1920年代後半以降，貸付が不振になる中で，生計費や医療費への貸し出しが増え，組合員を組合に引きとどめる機能
も低下していった。
第4章「相馬貞ーと『共存同栄~ JはE 竹館組合のリーダー棺篤貞ーの思想と行動について考察する。素封家相馬は，
中央の農林官僚などと太いパイプを持ちつつも，村人との「共存河栄」の精神に立って，竹館組合を拠点にして郷里
の発展策を追究し続けた。
終重量は，全国的にみて産業組合の成功例が少ない中で，竹館組合が顕著な成果をあげえたのは相馬の存在によると
ころが大きかったこと，この組合をもってしでも全組合員の結集はできなかったが，その反面で独立心が強い有力農
家が育っていったことなどを論じている。
[審査結果の要旨]
本論文は，脅森県津軽地方の林檎栽培が，産業組合の活動に支えられ騒進していく中で，組合から独立していく有
力農家と，組合の支援に依存する弱小農家という組合員聞の分裂が生じていったことを解明した。リーダー相馬の1920
年代半ば頃における役割の変化に論及することが望まれるが，産業組合の活動への評価が低い通説に反省を迫る力作
であり，博士(経済学)の学位に十分値すると判断される。
